
【別紙】行政改革取組内容一覧（歳出） 単位：千円

R8 R9 R10 R11 R12 期間累計

実施年度
(目標年度)
削減金額

△ 1,600 0 5,900 0 0

各年度
削減金額

△ 1,600 △ 1,600 4,300 4,300 4,300 9,700

実施年度
(目標年度)
削減金額

1,300 0 0 0 0

各年度
削減金額

1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 6,500

実施年度
(目標年度)
削減金額

△ 300 0 5,900 0 0

各年度
削減金額

△ 300 △ 300 5,600 5,600 5,600 16,200

実施年度
(目標年度)
削減金額

745 1,586 980

各年度
削減金額

745 1,631 1,191 1,191 1,191 5,949

実施年度
(目標年度)
削減金額

745 1,586 980

各年度
削減金額

745 1,631 1,191 1,191 1,191 5,949

実施年度
(目標年度)
削減金額

790 0 0 0 0

各年度
削減金額

790 790 790 790 790 3,950

実施年度
(目標年度)
削減金額

500 0 0 0 0

各年度
削減金額

500 500 500 500 500 2,500

実施年度
(目標年度)
削減金額

1,290 0 0 0 0

各年度
削減金額

1,290 1,290 1,290 1,290 1,290 6,450

（出納室）

（住民生活課）

790

500

主要道路11地点・年1回の騒
音調査委託

配布用ｻﾙﾋﾞｱ・葉ﾎﾞﾀﾝ・ﾊﾟﾝ
ｼﾞｰの栽培を鍛冶屋営農に委
託

町独自で自動車交通騒音の測定調査を行ってきたが、その効果や必要性が
薄く、県内では本町だけがこの調査を行っている実情から、R8から事業を
廃止する。

R7：サルビアのみ栽培⇒R8：廃止
町花のサルビアは独自に町施設で植えるなど存続を検討する。

神河町・市川町：事業なし

R7 事業縮小
R8 廃止

事業縮小・廃止検討

廃止

廃止

現在、出納室管理の集中管理車が21台あるが、稼働率などの状況を勘案
し、R8に1台、R9に1台、計2台を削減する。

①R8削減分（1台）（プリウス）
・維持管理費45千円／年
・更新費用2,800千円（1年目700千円、2年目以降420千円）
②R9削減分（1台）（ハイエース）
・維持管理費166千円／年
・更新費用3,800千円（1年目1,000千円、2年目以降560千円）
　　※更新しない車両の更新費用は削減効果として計上。

4

3 集中管理車管理事業 4,807
集中管理車21台の維持管理
経費

集中管理車の台数等の
見直し

現在使用している庁舎電話設備は導入から15年以上経過しており更新時期
となっているため、機器のクラウド化やダイヤルイン等の各機能を導入す
る。（導入年度：R8予定）
ダイヤルイン導入後１年は個別番号浸透の期間確保のため引き続き電話交
換員を任用し、令和10年度から廃止する。

会計年度任用職員人件費　△5,900千円（R10～）
電話設備導入経費　1,600千円／年（R8～ 7年リース）

代表番号とダイヤルインの併用が5
町、ダイヤルインのみが6町（代表
番号は総務課番号）

小計

2
会計年度任用職員人件費
（サルビア会館管理）の
削減

2,229 パートタイム2名分の人件費
管理人廃止⇒総務課で
受付

縮小

既存管理人の業務は多岐にわたっており、業務効率化のための人員削減は
困難である。また、総務課で予約受付は可能であるが、使用後の部屋およ
び定期的な館内の清掃等を総務課職員で対応することは業務効率の低下を
招く。よって、午前中のみサルビア会館勤務×5日間（月～金）の勤務形
態に変更するなど、一部削減を図る。

削減額内訳（午前のみ、週５勤務）
報酬@1,127円×4.25時間（13:00～17:15）×5日×4週×12か月
　　×1.02（地域手当）=1,172,530円
期末・勤勉　140,000円

実施年度（目標年度）及び削減可能金額

1
会計年度任用職員人件費
（電話交換員2名）の削
減

5,818
電話交換手：午前・午後各1
名の人件費

ダイヤルイン導入によ
り削減可能

廃止

（総務課）

No. 事業名
(参考)

R7予算額
事業概要 事業見直し内容

今後の
方針

行政改革検討内容 他市町の動向

縮小

小計

小計

5

騒音等調査委託料

花卉(き)栽培委託料

1



【別紙】行政改革取組内容一覧（歳出） 単位：千円

R8 R9 R10 R11 R12 期間累計

実施年度（目標年度）及び削減可能金額

No. 事業名
(参考)

R7予算額
事業概要 事業見直し内容

今後の
方針

行政改革検討内容 他市町の動向

実施年度
(目標年度)
削減金額

0 0 688 0 0

各年度
削減金額

0 0 688 0 0 688

実施年度
(目標年度)
削減金額

0 1,900 0 0 0

各年度
削減金額

0 1,900 1,900 1,900 1,900 7,600

実施年度
(目標年度)
削減金額

0 1,200 0 0 0

各年度
削減金額

0 1,200 1,200 1,200 1,200 4,800

実施年度
(目標年度)
削減金額

0 0 7,200 0 0

各年度
削減金額

0 0 7,200 7,200 7,200 21,600

実施年度
(目標年度)
削減金額

300 0 0 0 0

各年度
削減金額

300 300 300 300 300 1,500

実施年度
(目標年度)
削減金額

2,360 0 0 0 0

各年度
削減金額

2,360 2,360 2,360 2,360 2,360 11,800

実施年度
(目標年度)
削減金額

2,660 3,100 7,888 0 0

各年度
削減金額

2,660 5,760 13,648 12,960 12,960 47,988

近隣市町でも77歳の祝金は実施していないこと、高齢化により予算が増加
し続け財政を圧迫し続ける恐れが高いことから、敬老長寿祝は88歳のみと
する。代替措置として77歳の対象者に対してインフルエンザ予防接種を無
料で実施する。
削減額内訳：（長寿祝金）＠10千円×316件＝3,160千円
　　　　　　（無料接種）＠5,358円×150人≒800千円（増加）
　　　　　　　　　　　　3,160千円-800千円＝2,360千円（削減金額）

市川町　88歳のみ
神河町　99歳のみ
姫路市　事業見直しにより写真撮
影に変更
加西市　88歳のみ

令和3年度末で県補助がなくなり、
神河町では一般型の実施を取りや
めている。市川町では住宅改造補
助を実施していない。県内で一般
型を実施しているのは、西宮市・
川西市・播磨町・多可町・佐用町
のみ。

一般型は利用者が少なく県補助もないため、介護保険と合わせて実施する
特別型のみとし、一般型の助成を廃止する。
削減額内訳：＠150千円×2件＝300千円

縮小

高齢化が進行しており、今後、対象者が加速度的に増加することが考えら
れることから、事業を廃止し、代替案を検討する。
削減額内訳：＠2,000円×3,600人＝7,200千円

市川町　実施なし
神河町　実施なし

人生いきいき住宅助成事
業

4,150

7,200

縮小

廃止

縮小

兵庫県の補助上限は1名年額50,000円であるが、要件が厳しく、近年は県
補助を受けることはできていないため、本事業は継続が妥当。なお、補助
金額については、高齢者の介護手当が10,000円であり、7,000円減の月額
10,000円に統一する。

R7の人数による試算
23人×17千円＝年間4,692千円
23人×10千円＝年間2,760千円　　差額1,932千円≒1,900千円

11 長寿祝金

77歳10,000円×316人＝
3,160千円
88歳20,000円×128人＝
2,560千円

3年に一度の一泊研修は、R8年度以降実施せず、毎年日帰り研修とする。
R7:一泊研修896千円（56人×16,000円）
R8～：1日研修208千円（54人×2,000円+バス借上料100千円）
（R10年度　▲688千円減額）

市川町：泊の視察研修実施なし
神河町：3年に1回泊研修あり
姫路市：3年に1回泊研修あり

福祉基金が枯渇するためR7から単独費となるが、障がい者の移動手段確保
のため継続する。補助金額については、車両助成を廃止し、タクシー券の
みとする。

対象者200人×500円×月4枚×12か月＝4,800千円
R7年度予算との比較　△1,200千円

【県要綱】
・障害福祉サービス・介護サービスを過去1年利用して
いない
・住民税非課税　　など

【中播磨】
・市川町
　①10万円/年（県要綱満たす）
　② 5万円/年（県要綱満たさない）
・神河町
　①10万円/年（所得制限あり）R4以降予算措置なし
・姫路市
　①10,500円/月（独自）福崎町に近い制度

【近隣市町】
・加西市
　①10万円/年（所得制限あり）
・太子町
　①10万円/年（県要綱と同じ？）

民生委員視察研修

9

10

8
社会参加促進事業助成金
(タクシー券・車両助
成）

6,000

対象者：身障1･2級、療育手
帳A、精神障害1級　実201名
タクシー券500円(月4枚ま
で)　車両維持費(本人運
転：月2,500円・家族運転：
月2,000円・非課税世帯：月
5,000円)

福祉基金：R7で枯渇⇒
事業内容の見直し

町単独事業⇒内容・単
価の見直し

65歳未満の重度障害者(児)
の介護者に1人につき月額17
千円(介護保険サービス利用
者は月額10千円）を支給
該当者：23人（R7.7月時
点）

重度心身障害者(児)介護
手当

3,900

-

896 民生委員研修 3年に1回一泊⇒日帰り 縮小

5,720

（特別型・県補助あ
り）（一般型・県補助
なし）
　⇒（特別型）のみと
する

高齢者、障害者等が住環境
を整備するための既存住宅
改造に要する経費の一部を
助成

75歳以上＠2千円×3,600人
＝7,200千円

補助金の廃止敬老祝賀事業補助金

縮小

姫路市：福崎町と同額
の敬老祝金をR5年度末
で全て廃止⇒福崎町も
縮小検討

小計

（福祉課）

6

7
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【別紙】行政改革取組内容一覧（歳出） 単位：千円

R8 R9 R10 R11 R12 期間累計

実施年度（目標年度）及び削減可能金額

No. 事業名
(参考)

R7予算額
事業概要 事業見直し内容

今後の
方針

行政改革検討内容 他市町の動向

実施年度
(目標年度)
削減金額

3,000 0 0 0 0

各年度
削減金額

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 15,000

実施年度
(目標年度)
削減金額

3,000 0 0 0 0

各年度
削減金額

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 15,000

実施年度
(目標年度)
削減金額

400 0 0 0 0

各年度
削減金額

400 400 400 400 400 2,000

実施年度
(目標年度)
削減金額

250 250 0 0 0

各年度
削減金額

250 500 500 500 500 2,250

実施年度
(目標年度)
削減金額

650 250 0 0 0

各年度
削減金額

650 900 900 900 900 4,250

実施年度
(目標年度)
削減金額

8,045 4,936 14,768 0 0

各年度
削減金額

8,045 12,281 25,629 24,941 24,941 95,837

実施年度
(目標年度)
削減金額

40,000 20,000 50,000 50,000 50,000

各年度
削減金額

40,000 20,000 50,000 50,000 50,000 210,000

実施年度
(目標年度)
削減金額

4,000 0 0 0 0

各年度
削減金額

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 20,000

実施年度
(目標年度)
削減金額

13,000 2,000 2,000 2,000 2,000

各年度
削減金額

13,000 15,000 17,000 19,000 21,000 85,000

実施年度
(目標年度)
削減金額

5,000 0 0 0 0

各年度
削減金額

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 25,000

実施年度
(目標年度)
削減金額

62,000 22,000 52,000 52,000 52,000

各年度
削減金額

62,000 44,000 76,000 78,000 80,000 340,000

各課削減金額 合計

図書館の清掃委託経費
@5,200×1.1×238日=1,362
千円
定期分（ｶｰﾍﾟｯﾄ洗浄年3回・
窓ガラス年2回・ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ
年1回）338千円

清掃頻度の見直し

2年契約のためR7は縮小できないが、次回入札時（R8.7～8月）に清掃委託
日数の見直しを行う。
定期分（ｶｰﾍﾟｯﾄ洗浄年3回・窓ガラス年2回・ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ年1回）は維持しつ
つ、日常清掃を週5日(火木金土日)から週3日(火金日)に縮小する。
削減額内訳：5,200円×1.1×約90日減≒500千円

神河町：週2日程度
(開館予定の桜空図書コミュニティ
公園の清掃回数不明)
市川町：毎日清掃(シルバー)

12
産業活性化緊急支援事業
補助金

3,000

町民が自己の住宅等の修
繕・補修工事を町内業者で
行った場合費用の10％(上限
100千円を補助）

町単独事業⇒廃止検討 廃止
当事業は町内事業者を支援することにより町内産業全体の活性化を図る事
業であるが、事業の目的がおおむね達成されたことから、令和8年度から
当補助金を廃止する。

13 縮小山桃忌
山桃忌式典・公演・シンポ
ジウム経費

事業の縮小（2日開催
⇒1日開催）

2,395

R7は柳田國男生誕150年にあたり、柳田國男生誕の地として例年よりも規
模を拡大して実施した。
R8以降、2日間でシンポジウムと民俗芸能を実施していたものを1日開催と
する。

※シンポジウムを実施しない場合：約340千円の減
　民俗芸能を実施しない場合：約590千円の減
※検討中のため、1年あたり平均約400千円の減と仮定

（全課共通）

14 縮小1,700

小計

15 投資的経費の抑制 ※ 投資的経費の抑制
投資的経費を抑制し、
一般財源ベースで1億
円程度に抑える。

縮小

R8・R9新ごみ処理施設起債残4億円借入(10年償還)⇒
公債費：R9＋20,000千円、R10～R12＋50,000千円
R2～R6平均204,000千円⇒R8・R9各160,000千円、R10以降100,000千円に抑
制。
※削減可能額は公債費との差し引きを記載。

清掃委託料（図書館）

小計

小計

（社会教育課）

（地域振興課）

16 経常事務費の削減

18
下水道事業会計への繰出
金の抑制

371,000 公営企業管理者の廃止
令和8年度から公営企
業管理者を廃止する。

縮小

上下水道課長に係る人件費を下水道事業から水道事業会計へ
　⇒　10,000千円／年の減
職員１名を下水道事業会計で増員　⇒　5,000千円／年の増
　※差引　5,000千円／年の減

40,000 事務消耗器材費の削減
事務消耗器材費を予算
ベースで10％抑制す
る。

縮小
令和8年度から予算計上時に事務消耗器材費を一律10％削減する。
削減額内訳：＠40,000千円×10％＝4,000千円

17 人件費の削減 ※
技監の派遣終了
時間外勤務手当の削減

令和8年度から技監の派遣
を終了する。
職員の意識改革の徹底、
勤務時間の適正管理を行
い、時間外勤務手当を削
減する。

縮小

技監の派遣終了　11,000千円／年

職員の平均時間外勤務手当　＠2,000円
時間外勤務削減目標　1,000時間／年
2,000円×1,000時間＝2,000千円

3



【別紙】行政改革取組内容一覧（歳入） 単位：千円

R8 R9 R10 R11 R12 期間累計

実施年度
(目標年度)
増加金額

1,000 0 0 0 0

各年度
増加金額

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

実施年度
(目標年度)
増加金額

10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

各年度
増加金額

10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 150,000

実施年度
(目標年度)
増加金額

― ― ― ― ―

各年度
増加金額

― ― ― ― ― ―

実施年度
(目標年度)
増加金額

11,000 10,000 10,000 10,000 10,000

各年度
増加金額

11,000 21,000 31,000 41,000 51,000 155,000

歳入歳出行政改革効果額
単位：千円

R8 R9 R10 R11 R12 期間累計

実施年度
(目標年度)
削減金額

70,045 26,936 66,768 52,000 52,000

各年度
削減金額

70,045 56,281 101,629 102,941 104,941 435,837

実施年度
(目標年度)
増加金額

11,000 10,000 10,000 10,000 10,000

各年度
増加金額

11,000 21,000 31,000 41,000 51,000 155,000

累計
効果額

590,837

実施年度（目標年度）及び削減可能金額

行政改革検討内容 他市町の動向

1 ネーミングライツの導入 ※
ネーミングライツの導入
（２施設）

拡充
町有施設（２施設）についてネーミングライツを導入し、新たな収入を確
保する。

No. 事業名
(参考)

R7予算額
事業概要 事業見直し内容

今後の
方針

魅力的な返礼品として地場産品の掘り起こしに注力し、寄附金額の増大を
図る。

3 使用料・手数料の見直し ※
町有有料施設の使用料等の
見直し

町有有料施設の使用料
等の見直し

拡充

町有有料施設の使用料については令和2年度に見直しを行っているが、そ
の後の物価・人件費等の上昇分を近隣市町の状況を加味し見直しを行う。
また、無料施設の有料化や道路占用料の引き上げの可能性について検討す
る。

※現時点では効果額不明のため見込んでいません。

2 ふるさと応援寄附金事業 150,000
ふるさと応援寄附金事業の
拡充

拡充

歳入

歳出

小計
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